
＜献木・寄付のお願い＞ 
 

薬草の森公園ではトチやカエデ、ヤマザクラなど落葉樹を中心にこれまで数多くの植樹を行ってきました。現在園内に

生育する約 3万本の樹木たちは CO2削減や土壌の保水、土砂災害の防止効果の他に生態系の維持など様々な役割を

担っています。また、それら樹木から発生する落ち葉や枝葉などは“来復”へ、倒木は予てより造成している自然観察道の

土留めや階段などに有効に活用しています。さらにこの“来復”が樹木の生育を補助することで循環が生まれます。今ある

自然を維持するだけでなく、より良い形で未来に残すための活動にご支援とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樹木 

“来復” 枝葉・間伐材 

・CO2の削減 ・急激な気温変化の抑制 

・堆肥による土壌の保水 ・土砂災害の防止 

・生態系の維持 ・森林浴効果 

 

幹は炭化し、 

枝葉とともに粉砕して 

5種類以上の有機物と混合 

植物の生育を促進 

落ち葉や枝葉、 

倒木など 

・炭化による炭素の固定 

・自然観察道の資材化 

・有機、無農薬栽培 

・環境に負荷をかけない農業 

・土壌微生物叢の改善 

有用植物 

   の栽培 

＜ご支援・ご寄付のお願い＞ 

当認定 NPO法人の活動は皆様からのご支援によって支えられています。活動を支援してくださる会員 

およびご寄附を募集しております。寄附金は所得税控除が受けられます。 

＜お問い合わせ・お申し込み＞  認定特定非営利活動法人天然薬用資源開発機構 事務局 

〒602-8136京都市上京区椹木町通黒門東入中御門横町 574番地 1ファルマフードビル 

TEL:075-803-1653 FAX: 075-803-1654 E-mail:npo@tenshikai.or.jp 

植樹から始まるサイクル 

地球環境の破壊の重大な原因の一つはヒトが化石燃料を多用し出したことにあります。当法人の活動の理念

の中に“少しでも化石燃料由来の CO2削減に協力できないか”ということがあり、それを常に考えて実践して

きています。例えば本法人特製の“来復”の施用によりジャガイモの収穫量は増加傾向にあります。この事の

意味はジャガイモの主成分です澱粉はジャガイモの葉で光合成されてできる訳ですが、その原料は水と空気中

の CO2と光のエネルギーに由来しています。という事はジャガイモの中に CO2がより多く固定され有用活用さ

れるという事になります。空気中の CO2の削減に役立っています。また、ミャンマー国で本年も青蘘の栽培加

工が始まりました。青蘘を多く活用するほど、より多くの胡麻が育てられ、その胡麻は空気中の CO2を吸い青

蘘や胡麻黒八®種子を育成してくれるわけです。 

植物性の食材のみならず素材の活用はプラスチックなどの化学物質よりもCO2の削減に協力していることに

改めて認識していただけたらと思います。 
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http://www.tenshikai.or.jp/

